
はじめに
　ウスバカゲロウ科の幼虫であるアリジゴクは，
乾燥した砂やシルト上にすり鉢型の巣を作る巣穴
形成種と，地表面などで巣を作らずに生息する非
巣穴形成種がいる（松良，2000）．日本国内から
は 21 種のウスバカゲロウ科が知られている（九
州大学農学部昆虫学教室・日本野生生物研究セン
ター，1989；Sekimoto, 2014; 日本昆虫目録編集委
員会，2016；Matsumoto et al., 2021）．巣穴形成
種といくつかの海岸に生息する非巣穴形成種は，
発見が容易であり，幼虫の同定についてもすぐれ
た解説がいくつかある（例えば，松良，1987；林　

文男，2005；池田・奥井，2017）．
　筆者は海岸に生息するアリジゴクに興味を持
ち，自然海岸の多い島根県本土部の海浜性アリジ
ゴクの分布について調査を行った（林，2012）．
さらに内陸に生息するアリジゴクについても野外
調査と飼育を行い，山陰地方に分布する 12 種の
内，11 種のアリジゴクを報告した（林，2013）．
また，隠岐諸島の昆虫相調査の一部として，ウス
バカゲロウ科の調査も行った．
　その後，島根県産アリジゴクの検討をする上
で重要な報告が公表された．一つはMatsumoto 

et al. （2016）により，マダラウスバカゲロウ・モ
イワウスバカゲロウ・ヒメウスバカゲロウの幼虫
形態が報告されたことである．この報告により，
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林（2013）が鳥取県から記録した“マダラウスバ
カゲロウの幼虫”がモイワウスバカゲロウである
ことが判明した．なお，ヒメウスバカゲロウは島
根県では記録の無い種である．もう一つの報告で
は，Mastumoto et al. （2021）によってホシウスバ
カゲロウ属の再検討がなされ，島根県産の成虫お
よび幼虫の同定が可能になったことである．
　本論文では，新たな文献記録およびホシザキ野
生生物研究所収蔵標本の再検討によって確認され
た島根県産アリジゴク 14 種の記録をまとめた．

島根県産ウスバカゲロウ科のリスト
　島根県から確認された種は以下の通りである．
リュウキュウホシウスバカゲロウ，ホシウスバカ
ゲロウ，クロホシウスバカゲロウは，同定が確実
な記録としては島根県初記録である．また，これ
ら 3種は隠岐諸島からも初記録である．
ウスバカゲロウ科Myrmeleontidae

1.  マダラウスバカゲロウ 

Dendroleon pupillaris （Gerstaecker, 1894）  
本土

2.  モイワウスバカゲロウ 

Epacanthaclisis moiwana （Okamoto, 1905）  
本土・隠岐（?）

3.  コマダラウスバカゲロウ 

Gatzara jezoensis （Okamoto, 1910）  
本土・隠岐

4.  コカスリウスバカゲロウ 

Distoleon contubernalis （McLachlan, 1875）  
本土・隠岐

5.  カスリウスバカゲロウ 

Distoleon nigricans （Okamoto, 1910）  
本土・隠岐

6.  リュウキュウホシウスバカゲロウ
Paraglenurus okinawensis （Okamoto, 1910）  
本土・隠岐

7.  ホシウスバカゲロウ 

Paraglenurus japonicus （McLachlan, 1867）  
本土・隠岐

8.  チャバネホシウスバカゲロウ 

Paraglenurus fulvus Mastumoto, Kikuta et 

Hayashi, 2021 

本土・隠岐
9.  クロホシウスバカゲロウ 

Paraglenurus melanostictus Mastumoto, Kikuta 

et Hayashi, 2021  
本土・隠岐

10.  ウスバカゲロウ 

Baliga micans （McLachlan, 1875）  
本土・隠岐

11.  クロコウスバカゲロウ 

Myrmeleon bore （Tjeder, 1941）  
本土・隠岐

12.  コウスバカゲロウ 

Myrmeleon formicarius Linnaeus, 1767  
本土・隠岐

13.  ハマベウスバカゲロウ 

Myrmeleon solers Walker, 1853  
本土

14.  オオウスバカゲロウ 

Heoclisis japonica （Hagen, 1866）  
本土

　以下の種は鳥取県では記録があるが，島根県で
は確認されていない種である（Matsumoto et al., 

2021）．
― .  シロハラホシウスバカゲロウ 

Paraglenurus albiventris Mastumoto, Kikuta et 

Hayashi, 2021

追加および文献記録
　林（2013）以降に報告された島根県産の記録に
ついて引用し，ホシウスバカゲロウ属について
は，Matsumoto et al. （2021）に従って再同定を
行った．鳥取県産についても再検討をしたので，
合わせて記録する．
マダラウスバカゲロウ
Dendroleon pupillaris （Gerstaecker, 1894）
　野津（2021），林ほか（2021）により記録され
ている．野津（2021）は幼虫の飼育についても報
告した．
［文献記録］
野津（2021）：1 ex. （幼虫），松江市枕木山（スダ
ジイ根元樹洞），12.VIII.2020，Y. Notsu leg.

林ほか（2021）：1 ex.，雲南市加茂町近松，12.VII. 
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2018，M. Hayashi leg.

コカスリウスバカゲロウ
Distoleon contubernalis （McLachlan, 1875）
［文献記録］
吉富ほか（2013）：島根県出雲市大社町中荒木ふ
るさといきものふれあいの里：19exs.，2012.7.12， 
HY （MY1―19）；島根県出雲市湖陵町差海：1 ex.， 
2012.7.12，HY （MY27）；島根県大田市鳥井海岸：
12exs.，2012.7.13，HY （MY31―42）；島根県大田
市迫海岸：5 exs.，2012.7.13，HY （MY48―52）；
島根県三瓶山：1 ex. （EUMJ），12.IX.1999，（LT）．

カスリウスバカゲロウ
Distoleon nigricans （Okamoto, 1910）
［文献記録］
林ほか（2021）：島根県雲南市木次町山方ふるさ
と尺の内公園．

リュウキュウホシウスバカゲロウ
Paraglenurus okinawensis （Okamoto, 1910）
［再同定結果］
2 exs. （繭；飼育羽化） ［HOWP］，島根県隠岐の
島町塩浜，5.VII.2012，M. Hayashi leg.

6 exs. （幼虫） ［HOWP］，島根県隠岐の島町塩浜，
5.VII.2012，M. Hayashi leg.

1 ex. （幼虫） ［HOWP］，島根県出雲市湖陵町石谷
西，22.I.2012，M. Hayashi leg.

1 ex. （幼虫） ［HOWP］，島根県出雲市湖陵町板津，
12.II.2012，M. Hayashi leg.

ホシウスバカゲロウ
Paraglenurus japonicus （McLachlan, 1867）
［再同定結果］
1 ex. ［HOWP］，島根県西ノ島町別府耳浦，
2.VIII.2010，T. Matsuda & Y. Noguchi leg.

1 ex. ［HOWP］，島根県出雲市西園町外薗海岸，
18.VII.2010，T. Matsuda leg.

1 ex. ［HOWP］，島根県雲南市木次町山方ふるさ
と尺の内公園，25.VII.2012，M. Hayashi leg.

1 ex. （幼虫） ［HOWP］，島根県出雲市大社町浜遊
自然館，12.VI.2012，M. Hayashi leg.

チャバネホシウスバカゲロウ
Paraglenurus fulvus Mastumoto, Kikuta et Hayashi, 

2021
［再同定結果］
1 ex. （繭；飼育羽化） ［HOWP］，鳥取県北栄町大
栄由良川河口右岸，18.VI.2012，M. Hayashi leg.

1 ex. ［HOWP］，島根県出雲市園町沖ノ島，26.VII. 

2012，M. Hayashi leg.

2 exs. （繭；飼育羽化） ［HOWP］，島根県隠岐の
島町塩浜，30.VI.2013，M. Hayashi leg.

2 exs. （幼虫） ［HOWP］，島根県出雲市平田町愛
宕山，9.I.2012，M. Hayashi leg.

2 exs. （幼虫） ［HOWP］，島根県隠岐の島町布施，
17.V.2012，M. Hayashi leg.

1 ex. （幼虫） ［HOWP］，島根県隠岐の島町卯敷，
4.VII.2012，M. Hayashi leg.

（鳥取県）
4 exs. （幼虫） ［HOWP］，鳥取県北栄町大栄由良
川河口右岸，17.IV.2012，M. Hayashi leg.

6 exs. （幼虫） ［HOWP］，鳥取県北栄町大栄由良
川河口右岸，18.VI.2012，M. Hayashi leg.

［文献記録］
Mastumoto e t  a l .  （2021）:  Paratypes :  2♀, 

15.VIII.2016, Hasami, Goutsu-shi, Shimane, H. 

Yoshitomi leg. （EUM）; 1♀, 12.VII.2013 emerged, 

Oki-dogo, Oki Islands, M. Hayashi leg. （HFC-

F421）.

クロホシウスバカゲロウ
Paraglenurus melanostictus Mastumoto, Kikuta et 

Hayashi, 2021
［追加記録］
1 ex. （蜘蛛の巣の死体：撮影），島根県出雲市平
田町，5.VIII.2024，M. Hayashi撮影．
［再同定結果］
1 ex. ［HOWP］，島根県隠岐の島町有木，7.VI.2009， 
H. Kadowaki leg.

（鳥取県）
1 ex. ［HOWP］，鳥取県大山三ノ沢 （Lt），25.VII. 

2005，H. Kadowaki leg.

1 ex. ［HOWP］，鳥取県大山三ノ沢 （Lt），4.VIII. 
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2007，H. Kadowaki leg.

ウスバカゲロウ
Baliga micans （McLachlan, 1875）
［文献記録］
吉富ほか（2013）：島根県雲南市木次町尺の内：1 
ex.，2012.8.6，MHA （MY410）．
林ほか（2021）：島根県雲南市木次町山方ふるさ
と尺の内公園．

クロコウスバカゲロウ
Myrmeleon bore （Tjeder, 1941）
［追加記録］
幼虫 （撮影），島根県雲南市木次町山方，6.VI.2024， 
M. Hayashi撮影．
［文献記録］
吉富ほか（2013）：島根県出雲市大社町中荒木：2 
exs.，2012.7.12，HY （MY20，21）；島根県大田市
鳥井海岸：1 ex.，2012.7.13，HY （MY47）．

コウスバカゲロウ
Myrmeleon formicarius Linnaeus, 1767
［文献記録］
林ほか（2021）：島根県雲南市木次町山方ふるさ
と尺の内公園．

ハマベウスバカゲロウ
Myrmeleon solers Walker, 1853
［文献記録］
吉富ほか（2013）：島根県出雲市湖陵町差海：3 
exs.，2012.7.12，HY （MY28―30）．

オオウスバカゲロウ
Heoclisis japonica （Hagen, 1866）
［文献記録］
吉富ほか（2013）：島根県大田市鳥井海岸：3 exs.， 
2012.7.13，HY （MY43―45）．

分布図と検索の改訂
　再検討の結果および新たに得られた情報から，
林（2013）で報告した検索表および分布図を改訂
した（付図 1～ 6）．分布地点は筆者による確認

地点のほか，戸田・鶴崎（2010）や鶴崎（2008），
吉富ほか（2013），林・門脇（2013），Sekimoto 

（2014），Matsumoto et al. （2021）を加えている．
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山陰産アリジゴク終齢幼虫の絵解き検索 (1)

1a. 巣穴形成種．生時には後方のみに進む…2

1b. 非巣穴形成種．生時には後方に進むだけでなく前方に歩行する…3

2a～2d は頭部の斑紋（右の図）で区別でき、生息する環境にも違いがある

2a. 日なたのシルト上に巣を形成する…コウスバカゲロウ（半日蔭ではウスバカゲロウと混生する）

2b. 海岸砂丘や川の砂上に巣を形成する…クロコウスバカゲロウ
                                                                                 （砂浜ではハマベウスバカゲロウと混生することがある）

2c. 海浜の砂上に巣を形成する…ハマベウスバカゲロウ（海岸のみに生息する）

2d. 日蔭のシルト上に巣を形成する…ウスバカゲロウ

2a 2b 2c 2d

頭部下面の模様

3a. 眼は頭部側面にあるが突出しない．
　　　　　　　　　　　大顎は先端～中央が黒で，基部は橙色．きわめて大型…オオウスバカゲロウ

3b. 眼は頭部側面にあり，明瞭に突出する…4

3a 3b

頭部上面（左側）

付図 1　山陰産アリジゴク （幼虫） の検索 （1）
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5a

5

山陰産アリジゴク終齢幼虫の絵解き検索 (2)

4a. 中胸側面に 2 つの長い突起がある．大顎は細長い…5

4b. 中胸側面に突起はあるが短い．大顎は中央～基部の幅が広い…6

5b. 腹部各節の側面に細長い突起はない．地表に生息する…7

5a. 腹部各節の側面に細長い突起がある．岩壁や樹皮に生息する…コマダラウスバカゲロウ

7a. 頭部下面は暗色で正中線が白く目立つ…カスリウスバカゲロウ

7b. 頭部下面は全体に白く一部に黒斑がある…8
7a

8a. 頭部の背面側に大きな茶色の模様がある．
　　頭部前縁の毛は先端に向かって細くなる…コカスリウスバカゲロウ

8b. 頭部の背面側に大きな茶色の模様はない．
　　頭部前縁の毛は先端に向かって広くなる…9（ホシウスバカゲロウ属）

8a

10b

9a. 頭部前縁の毛は顕著に広がる．
　　頭部上面の毛は鱗状でやや密に生えている…リュウキュウホシウスバカゲロウ，クロホシウスバカゲロウ

9b. 頭部前縁の毛はやや広がる．
　　頭部上面は鱗状の毛と立毛が混じる…10

9a

9a9b 9b

5 6

頭部前縁の毛
頭部下面

頭部下面

中胸側面の突起

頭部上面の毛（拡大図）

6a. 胸部側面の突起はいちじるしく長い…マダラウスバカゲロウ

6b. 胸部側面の突起は長い…モイワウスバカゲロウ

10a

10a.  頭部の腹面側中央に一対の黒色斑紋がある…ホシウスバカゲロウ

10b. 頭部の腹面側中央に一対の黒色斑紋がない…チャバネホシウスバカゲロウ，シロハラホシウスバカゲロウ

付図 2　山陰産アリジゴク （幼虫） の検索 （2）
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モイワウスバカゲロウ
Epacanthaclisis moiwana 

？

マダラウスバカゲロウ
Dendroleon pupillaris 

コマダラウスバカゲロウ
Gatzara jezoensis 

付図 3　山陰産アリジゴク （幼虫） の分布 （1）．分布地点は筆者による確認地点のほか，
戸田・鶴崎 （2010）や鶴崎 （2008），吉富ほか （2013），林・門脇 （2013），Sekimoto （2014），
Matsumoto et al. （2021）を加えている（以下，同様）
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コカスリウスバカゲロウ
Distoleon contubernalis

カスリウスバカゲロウ
Distoleon nigricans

付図 4　山陰産アリジゴク （幼虫） の分布 （2）
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付図 5　山陰産アリジゴク （幼虫） の分布 （3）

リュウキュウホシウスバカゲロウ
Paraglenurus okinawensis

ホシウスバカゲロウ
Paraglenurus japonicus 

チャバネホシウスバカゲロウ
Paraglenurus fulvus 

クロホシウスバカゲロウ
Paraglenurus melanostictus
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付図 6　山陰産アリジゴク （幼虫） の分布 （4）

ウスバカゲロウ
Baliga micans

クロコウスバカゲロウ
Myrmeleon bore 

コウスバカゲロウ
Myrmeleon formicarius 
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付図 7　山陰産アリジゴク （幼虫） の分布 （5）

ハマベウスバカゲロウ
Myrmeleon solers 

オオウスバカゲロウ
Heoclisis japonica 
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